
花
　
キ
ュ
ウ
リ
の
花
は
、
株
上
の
い
ず
れ
の
葉

腋
に
雌
花
か
雄
花
の
ど
ち
ら
か
を
着
生
さ
せ

る
雌
雄
同
株
型
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　
葉
腋
に
分
化
し
た
花
芽
は
、
分
化
し
た
当

初
は
雌
花
・
雄
花
の
別
は
な
く
、
つ
ま
り
雌

花
で
も
雄
花
で
も
な
い
原
基
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
一
つ
の
葉
腋
に
数
個
か
ら
の
花
芽
が

分
化
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
1
個
が
雌
花
に
発

育
し
て
い
く
と
、
ほ
か
の
花
芽
は
発
育
せ
ず

退
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
雄
花
化
し
た

場
合
は
、
分
化
し
た
花
芽
が
次
々
に
発
育
す

る
た
め
に
、
雄
花
節
で
は
数
個
以
上
の
雄
花

が
咲
き
ま
す
。

↑キュウリの雌花節。花芽のうち１個が雌花に
なるとその他の花芽は退化する。

↑キュウリの雄花節。分化した花芽が次々開花するの
で、数個以上の雄花が咲く。

稲
いな

山
やま

　光
みつ

男
お

キ
ュ
ウ
リ
の
基
本
性
状
⑵

の
生
理
・
生
態
か
ら

と
ら
え
た

管
理
技
術

良
品
多
収

総論Ⅲ      
第３回

キ
ュ
ウ
リ

1962年、埼玉県農業試験場・越谷支場に勤
務。1964年から野菜担当。1967年、埼玉県
園芸試験場そ菜・花き部に勤務（そ菜担
当）。主に、施設栽培キュウリの品種特性
調査、作型開発、増収技術、高品質生産技
術、およびキュウリの施設栽培における環
境制御法などの試験研究に従事する。1991
年にそ菜部長。1997年、同試験場・鶴ヶ島
洪積畑支場長。2000年、埼玉県農林総合研
究センター・園芸支所長。現在は三菱樹脂
アグリドリーム株式会社・生産・技術部開
発センター守谷技術顧問。
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キ
ュ
ウ
リ
の
雌
花
の
分
化
は
、
遺
伝
的
要

因
に
起
因
し
な
が
ら
も
、
生
育
環
境
に
か
な

り
左
右
さ
れ
、
ま
た
、
品
種
に
よ
っ
て
も
異

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
品
種
で
あ

っ
て
も
、
冬
季
に
栽
培
し
た
場
合
と
夏
季
に

栽
培
し
た
場
合
で
は
、
雌
花
着
生
様
相
に
大

き
な
差
異
が
あ
り
、
あ
た
か
も
異
品
種
の
よ

う
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
同
時
期
の
栽
培
で
あ
っ
て
も
栽
培
管

理
者
が
違
え
ば
差
異
が
現
れ
、
栽
培
管
理
に

よ
っ
て
も
雌
花
の
着
生
は
左
右
さ
れ
ま
す
。

果
実

果
実
の
形
質

　
キ
ュ
ウ
リ
の
果
実
は
、
一
般
的
に
円
筒
形

で
す
が
、
紡
錘
形
の
も
の
や
卵
形
の
も
の
も

あ
り
ま
す
。
通
常
「
果
実
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
当
は
花
托
（
花
床
）
と
子
房
の

発
達
し
た
「
偽
果
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
実
際
の
栽
培
で
は
、
開
花
後
７
～
15
日
く

ら
い
の
果
長
20
～
30
㎝
、
１
０
０
ｇ
前
後
の

未
熟
果
を
収
穫
し
ま
す
が
、
熟
果
と
な
る
と

25
～
50
㎝
、
長
い
も
の
で
は
１
ｍ
く
ら
い
に

も
な
る
品
種
も
あ
り
ま
す
。

果
実
、
果
皮
の
色

　
果
色
は
、
肥
大
中
の
も
の
は
緑
色
な
い
し

濃
緑
色
を
呈
し
ま
す
が
、
中
に
は
緑
白
色
の

品
種
も
あ
り
ま
す
。
熟
す
と
果
皮
色
が
褐
色

ま
た
は
黄
白
色
に
な
り
ま
す
が
、
褐
色
に
な

る
も
の
は
総
じ
て
ネ
ッ
ト
を
生
じ
る
も
の
が

多
く
、
黄
白
色
の
も
の
は
ネ
ッ
ト
を
生
じ
ま

せ
ん
。

果
実
の
表
皮

　
一
般
的
に
平
滑
な
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、

中
国
や
韓
国
で
多
く
み
ら
れ
る
「
四す

う

葉よ
う

」
の

よ
う
に
稜
線
が
細
か
く
強
い
（
縦
状
の
し
わ
）

系
統
も
あ
り
ま
す
。

↑現在栽培されている一般的な品
種。果長20～30㎝、100ｇ前後の
未熟果を収穫し食する。

↑四葉キュウリ。果皮に稜線の細かい（縦
状のしわ）系統の品種。

↑沖縄地方で栽培されている「モーウィ」
（島ウリ）。　未熟のうちは黄白色だが、
熟してくると褐色になる。熟した果実を
食べる。

＜さまざまな形のキュウリ＞

↑原産地アルメニアのキュウリ。果長が60～
75㎝にもなる。

↑「加賀太きゅうり」。　金沢地方で栽培さ
れている。

↑品種不明。円筒型で黄白色の果皮色。 ↑「クリスタルアップル」。　卵形で果皮は
黄白色。

↑「大和三尺きゅうり」。　果長30～35㎝と長い。奈良漬の
加工に使われる。
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果
実
の
表
面
に
は
、
い
ぼ
状
の
突
起
が
あ

り
大
き
い
も
の
と
小
さ
い
も
の
、
ま
っ
た
く

み
ら
れ
な
い
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ

の
数
の
多
少
な
ど
も
系
統
（
品
種
）
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
そ
の
突
起
の
先
端
部
位
に

は
と・

げ・

が
あ
り
、
と
げ
の
色
に
は
黒
色
の
も

の
と
白
色
の
も
の
、
ま
た
、
褐
色
の
も
の
も

あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
、と
げ
の
色
で「
白

い
ぼ
」
「
黒
い
ぼ
」
品
種
と
呼
び
ま
す
。

産
地
間
競
争

　
余
談
だ
が
、
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）

ご
ろ
産
地
間
競
合
が
激
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、

西
日
本
地
域
産
地
に
対
し
、
関
東
の
近
郊
産

地
の
有
利
性
を
見
出
す
た
め
に
、
夏
系
の
白

い
ぼ
品
種
で
産
地
間
競
争
を
仕
掛
け
る
動
き

が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
「
白
・
黒

戦
争
」
と
も
産
地
で
は
呼
ば
れ
、
筆
者
も
仕

掛
け
人
の
一
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
時
が
経
つ
中
で
、
品
種
改
良
や
栽
培
施
設

装
置
の
改
良
・
改
善
、
そ
し
て
、
栽
培
管
理

の
研
究
が
進
み
、
１
９
７
５
年
ご
ろ
を
契
機

に
次
第
に
各
産
地
と
も
、
白
い
ぼ
品
種
が
導

入
さ
れ
て
、
現
在
で
は
黒
い
ぼ
品
種
の
栽
培

は
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

単
為
結
果
性

　
キ
ュ
ウ
リ
は
、
単
為
結
果
性
を
有
し
て
い

て
、
訪
花
昆
虫
な
ど
に
よ
っ
て
受
粉
さ
れ
な

く
て
も
、
正
常
な
形
状
に
果
実
が
発
育
肥
大

し
ま
す
。
し
か
し
、
単
為
結
果
性
に
は
品
種

間
に
強
弱
の
差
異
が
見
ら
れ
、
生
育
環
境
や

草
勢
に
よ
っ
て
は
尻
細
果
や
生
理
落
果
の
発

生
要
因
に
も
な
り
ま
す
。
尻
細
果
や
尻
太
果

な
ど
の
不
整
形
果
の
発
生
は
、
栽
培
環
境
や

草
勢
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

　
開
花
後
30
～
40
日
で
熟
果
と
な
り
、
受
粉

さ
れ
て
い
る
果
実
内
に
は
通
常
１
０
０
～
４

０
０
粒
の
種
子
が
入
っ
て
い
ま
す
。

食
味

　
近
年
の
キ
ュ
ウ
リ
果
実
に
は
、
苦
み
を
感

じ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
キ

ュ
ウ
リ
の
植
物
体
自
体
に
は
苦
味
物
質
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
苦
味
物
質
は
、
ク
ク

ル
ビ
タ
シ
ン
Ｃ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
遺
伝

的
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
の
で
す
が
、
栽
培

的
に
も
、
チ
ッ
ソ
過
多
や
低
温
、
土
壌
水
分

や
日
照
の
不
足
な
ど
の
栽
培
環
境
変
化
に
よ

っ
て
そ
の
発
現
が
左
右
さ
れ
ま
す
。
昔
は
、

キ
ュ
ウ
リ
は
苦
み
の
あ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
、

特
に
果
実
の
果
梗
基
部
に
近
い
部
分
は
苦
み

が
強
い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
消
費
者

か
ら
は
嫌
わ
れ
、
品
種
育
成
の
過
程
で
厳
し

く
選
抜
・
淘
汰
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
現

在
の
市
販
品
種
で
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
発
現
を

見
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

↑現在流通しているキュウリ品種は、苦味成分が発現しないよう品
種改良されている。

↑尻細果（左）と尻太果（右）。　不整形果の発生は栽培環境や草勢に左右される。

↑現在主に出荷されている品種。
白いぼでブルームレス。生食
に向くみずみずしい食感。

→
1970年代まで西日本ではよく
栽培されていた華南系黒いぼ
品種（写真は「落合１号」）。
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基
本
生
理

温
度
と
生
育

　
植
物
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
も
順
調
な
生
育

を
す
る
適
温
が
あ
り
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
が
自

然
の
気
候
条
件
下
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健

全
な
生
育
を
示
す
時
期
は
、
春
～
夏
、
関
東

地
域
で
は
５
～
６
月
の
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期

の
温
度
環
境
が
キ
ュ
ウ
リ
の
生
育
に
適
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
（
表
）。

　
キ
ュ
ウ
リ
が
生
育
す
る
た
め
の
温
度
環
境

に
は
、
地
上
部
の
生
育
に
関
係
す
る
気
温
と
、

地
下
部
（
根
）
に
関
係
す
る
地
温
が
あ
り
ま

す
。
温
度
と
生
理
作
用
か
ら
は
、
昼
温
は
光

合
成
と
の
関
係
が
深
く
、
特
に
キ
ュ
ウ
リ
は
、

午
前
中
に
一
日
の
光
合
成
量
の
70
％
が
行
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
午
前
中
は
光
合
成
促
進
温

度
で
あ
る
25
～
28
℃
で
管
理
し
、
午
後
は
夕

方
に
か
け
て
徐
々
に
温
度
が
下
が
っ
て
い
く

よ
う
に
23
～
20
℃
、
そ
し
て
、
日
没
の
こ
ろ

か
ら
の
前
半
夜
は
15
～
16
℃
の
管
理
温
度
に

つ
な
げ
て
、
午
前
中
の
光
合
成
産
物
の
転
流

促
進
を
図
り
、
後
半
夜
は
呼
吸
消
耗
を
抑
制

す
る
た
め
に
12
℃
前
後
の
低
温
で
管
理
し
ま

す
（
第
１
図
）。

　
キ
ュ
ウ
リ
は
、
生
育
の
早
い
作
物
で
温
度

に
対
し
て
敏
感
に
反
応
し
、
特
に
夜
温
の
管

理
は
生
育
に
大
き
く
影
響
し
て
夜
温
10
℃
以

下
で
は
生
育
が
著
し
く
抑
制
さ
れ
、
高
温
で

管
理
す
る
と
徒
長
傾
向
を
示
し
ま
す
。

　
一
方
、
地
温
に
つ
い
て
は
気
温
と
違
っ
て

適
温
に
あ
る
程
度
の
幅
が
あ
る
よ
う
で
、
昼

夜
を
問
わ
ず
18
～
23
℃
で
25
℃
以
上
で
は
生

育
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
夜
気
温
の
管

理
が
高
め
の
管
理
で
は
18
～
20
℃
、
低
め
で

は
、
20
～
23
℃
で
管
理
す
る
の
が
よ
い
と
思

わ
れ
ま
す
（
第
２
図
）。

第１図 温度と生育の関係

表 果菜類の生育適温と限界温度（単位：℃）

第２図 地温とキュウリの生育（埼玉園試）

地温

35℃

28℃

10℃

8℃

気温（根）

40
℃

限界温度

致（枯）死最高温度

致（枯）死最低温度

生育限界高温

適温最高限界

適温最低限界

生育限界低温

　危険温度域
　↑
生育限界温度

生育限界温度
　↓
　枯死

昼間の
生育適温

夜間の
生育適温限界温度

適温

35

30

28
23
20
18
15
13
12
10
８
５

０

‐５

（茎葉）

著しい生育遅延と
障害を起こす高温

著しい生育遅延と
障害を起こす低温

生育遅延を
起こす高温

生育適温

生育遅延を
起こす低温

温　
　

度

高

低

最高限界温度 昼間適温 夜間適温 最低限界温度

キュウリ 35 28～23 15～10 ８

トマト 35 25～20 13～８ ５

ナス 35 28～23 18～13 10

ピーマン 35 30～25 20～15 12

カボチャ 35 25～20 15～10 ８

スイカ 35 28～23 18～13 10

地
上
部
重
（
ｇ
）

3

2

1

0
13 16 20

地温（℃）
22 25 28

↑キュウリの最適作型は夏
秋栽培であることからも
わかるように、生育適期
は一般平坦地では５～６
月となる。

※文中で紹介している品種は、タキイでは取り扱いのないものもございます。ご了承ください。（編集部）

良品多収管理技術
の生理・生態からとらえたキュウリ
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